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項  目 要  約 
１．研究開発の概要 超臨界圧水冷却を用い、安全性と経済性に優れたスーパー高速炉

の概念と特性を明らかにし、開発上の重要課題に対する試験を行

い、基盤となるデータベースを構築する。 

２．総合評価 成熟した超臨界圧火力発電と軽水炉技術を基盤として、貫流直接サ

イクルにより原子炉システムの簡素化・コンパクト化・高い発電効率

を実現することで資本費の大幅低減が可能になる斬新な原子炉システ

ムの研究開発である。プラント概念の構築からはじまり、炉内構造の

単純化、炉心伝熱流動の成立性、超臨界水条件に耐える核燃料被覆管

材料の選定という、開発上の重要課題に大きな成果を得て、軽水冷却

スーパー高速炉の実用化に向けた概念設計の骨格を作ることができ

た。世界的に取り組まれている次世代原子炉開発の分野において、我

が国がこれをリードできる研究開発であり、極めて優れた成果を上げ

た。 

Ｓ）極めて優れた成果が上げられている。 

Ａ）優れた成果が上げられている。 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が上げられている。 

Ｃ）部分的な成果に留まっている。 

Ｄ）成果がほとんど上げられていない。 

 

Ｓ 


